
(1) 

No.28 

ECih.t9 

人口 7，025人
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(2) 報

明るい町づくりを中ωに

広町和目白

d
H
リ

円只
申
J~、原石昭和町長

新
春
を
迎
え
謹
し
ん
で
新
年
の
と

能
移
を
申
し
上
げ
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
五
十
一
年
の
年
頭

に
当
り
皆
様
と
と
も
に
新
春
を
寿
ぎ

査
似
の
ご
健
勝
と
昭
和
町
の
限
り
な

き
発
展
を
祝
福
で
き
ま
す
こ
と
を
同

慶
に
存
じ
ま
す
。

昨
年
は
経
済
成
長
の
ダ
ウ
ン
、
不

況
、
倒
産
、
失
業
者
の
増
加
な
ど
近

年
に
な
い
大
変
な
年
で
し
た
が
、
各

位
の
と
努
力
に
よ
り
こ
の
不
況
を
克

服
し
て
無
事
越
年
す
る
こ
と
を
得
ま

し
た
。
町
も
こ
の
影
響
を
大
き
く
受

け
全
国
町
村
で
は
総
額
二
兆
五
千
億

に
及
ぶ
財
源
不
足
で
あ
る
と
言
わ
れ

本
町
に
お
い
て
も
、
二
千
数
百
万
円

近
く
に
伝
る
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
、
一
時
は
こ
の
財
政
危
機
を
い
か

に
切
り
抜
け
る
か
危
倶
い
た
し
ま
し

た
が
、
幸
い
常
民
健
全
財
政
を
毘
痔

し
た
運
営
と
税
の
落
ち
込
み
が
軽
徴

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
国
の
補
て
ん
処

置
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
確
保
、
減

税
補
て
ん
処
置
-
特
に
本
町
に
お
い

て
は
準
人
口
急
増
対
策
な
ど
に
よ
り

な
ん
と
か
危
機
を
突
披
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

h

し
か
し
な
が
ら
地
方
交
付
税
、
減

税
補
て
ん
債
な
ど
の
借
入
金
は
今
後

に
返
済
義
務
が
残
る
訳
で
あ
り
、
加

え
て
住
み
よ
い
地
域
*
つ
く
り
の
た
め

に
は
、
多
額
の
投
資
を
要
し
現
在
県

下
上
位
の
負
債
額
を
か
か
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
も
引
続
き
多
額
の
事
業
費
を

要
し
、
本
年
も
決
し
て
楽
な
財
政
状

況
で
は
な
く
諸
値
目
勢
は
ま
こ
と
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
進
む
べ
き
方
途
を
的
確
に

と
ら
え
有
効
適
切
な
予
算
執
行
に
よ

り
町
勢
進
展
を
期
す
決
意
で
あ
り
ま

す。
当
面
す
る
重
要
案
件
と
し
て
町
づ

く
り
の
た
め
の
基
盤
整
備
事
業
で
あ

る
県
道
バ
イ
パ
ス
(
町
の
中
央
を
縦

貫
)
都
市
街
路
相
生
一

丁
目
玉
穂
線

(
清
水
区
よ
り
国
母
工
業
団
地
)
塩

部
昭
和
線
(
水
道
々
路
の
国
道
二
十

号
線
取
付
)
町
道
昭
和
玉
穂
線
(
医

大
取
入
れ
道
)
及
び
中
央
高
速
自
動

車
道
な
ど
の
幹
線
道
路
事
業
、
常
永

川
、
鎌
田
川
、
道
川
、
渋
川
な
ど
道

路
、
河
川
の
整
備
事
業
と
工
業
団
地

造
成
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
促
進

生
活
環
境
整
備
の
た
め
の
ゴ
ミ
処
理

に
つ
い
て
は
暫
定
的
応
急
措
置
を
講

じ
て
お
り
ま
す
が
幸
い
玉
穂
地
内
に

建
設
用
地
の
確
保
が
で
き
、
中
巨
寧

地
区
広
域
事
務
組
合
の
設
立
も
で
き

ま
し
た
の
で
危
険
物
と
共
に
処
理
場

の
早
期
建
設
、
河
川
の
清
掃
、
諸
公

害
の
防
止
対
策
、
教
育
設
備
の
充
実

の
た
め
の
中
学
校
々
舎
の
早
塑
元
成

グ
ラ
ン
ド
の
整
備
な
ど
か
つ
て
な
い

大
規
模
な
事
業
が
あ
り
他
に
も
諸
事

業
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
限
ら
れ

た
財
源
の
内
か
ら
住
み
良
い
町
事
つ
く

り
の
た
め
に
促
進
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
自
力
だ
け
で
は
到
底
出
来

得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
や

県
の
事
業
を
持
ち
込
む
こ
と
や
、
補

助
事
業
の
獲
得
、
数
町
村
の
協
同
負

担
に
よ
る
広
域
行
政
の
採
用
な
ど
に

よ
る
早
期
完
成
を
期
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
こ
れ
ら
の
事
業
化
は

極
力
協
力
し
て
推
進
を
計
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

さ
り
と
て
無
条
件
の
協
力
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
の
発
展
住
民
生
活

の
向
上
に
寄
与
で
き
る
条
件
を
基
本

に
協
力
す
る
訳
で
あ
り
ま
す
の
で
と

理
解
を
い
た
だ
き
事
業
推
進
に
と
協

力
を
お
願
い
い
た
す
次
第
で
あ
り
ま

す。
又
日
本
経
済
の
戦
後
始
め
て
マ
イ

ナ
ス
成
長
と
な
り
、
資
源
問
題
が
改

め
て
見
直
さ
れ
て
い
る
現
在
、
今
回

の
選
挙
法
の
改
正
を
契
機
に
大
い
に

生
活
態
度
に
つ
い
て
再
検
討
を
要
す

る
と
思
い
ま
す
。
行
政
も
住
民
自
ら

も
思
索
す
る
時
期
に
当
ち
生
活
聖
書

の
要
を
感
じ
新
生
活
運
動
を
展
開
い

た
し
た
く
本
年
各
位
の
ご
賛
同
を
得

て
「
明
る
い
町
づ
く
り
運
動
」
「
資

源
を
大
切
に
す
る
運
動
」
「
社
会
生

活
の
ル

l
ル
確
定
運
動
」
壱
推
進
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

年
頭
陀
当
り
所
感
の
一
端
を
述
べ

意
を
新
た
陀
町
政
執
行
に
当
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
重
ね
て
皆
様
の
深

い
と
理
解
と
力
強
い
と
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
各
位
の

C
繁
栄
と
と
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ので新年ん謹

町

長石

原

収

入

役
河

田

教

育

長
三

神

総
務
翠
長

井

口

企
画
室
長

泉

税
務
課
長

保

坂

住
民
課
長

須

田

振
興
課
長

長

田

御祝詞中 し上げます
宏、正広淳幸正重量
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(申し合わせにより賀状紀代えさせていただきます〉
則雄光夫弘弥夫貞



(3) 

町民のご理解で地域開発を

報広町和昭

夫淳泉有町議会議長

昭
和
五
十
一
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、

町
民
各
位
の
御
多
幸
を
祈
念
し
つ
つ

町
議
会
を
代
表
い
た
し
新
年
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
の
不
況
K
よ
り
明
け
暮
れ
い

た
し
ま
し
た
五
十
年
。
私
た
ち
は
経

済
の
動
行
に
こ
れ
程
関
心
を
寄
せ
た

年
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

冷

過
去
十
数
年
に
渡
る
高
度
経
済
の

成
長
を
続
け
て
来
た
わ
が
国
に
と
っ

て
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
ム

l
ド
に
酔

い
庫
れ
て
い
た
が
た
め
に
、
岩
に
撃

突
し
た
大
型
タ
ン
カ

ー
の
ご
と
く
、

ど
っ
と
海
水
に
呑
ま
れ
行
く
の
を
目

前
花
見
せ
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
、
特

に
厳
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
レ
を
お
さ
え
、
物
価
を
安

定
さ
せ
る
こ
と
は
国
策
の
基
軸
と
は

申
せ
、
政
財
界
総
て
が
こ
ぞ
っ
て
こ

れ
が
不
況
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
施

策
の
推
進
に
努
め
て
も
な
お
今
だ
に

そ
の
実
効
の
あ
が
ら
な
い
事
実
か
ら

し
て
、
そ
れ
は
わ
が
国
だ
け
の
も
の

で
な
く
大
き
く
世
界
経
済
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ラ
ン
ク
さ
れ
、
そ

の
余
波
は
発
展
塗
よ
園
、
後
進
国
な

ど
か
ら
大
き
く
恨
を
か
い
、
そ
し
て

石
油
パ
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ

た
事
を
思
う
と
当
然
の
刑
罰
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

本
年
は
す
く
な
く
と
も
早
々
に
し

て
こ
の
刑
期
を
終
了
さ
せ
低
成
長
l

安
定
成
長
の
軌
道
に
乗
り
、
も
っ
て

地
方
自
治
権
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

本
町
民
お
き
ま
し
て
は
、
中
学
校

建
設
も
予
定
以
上
の
ピ

ッ
チ
に
よ
り

無
事
に
越
年
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
一
重
に
町
民
各
位
の

御
協
力
の
賜
だ
と
感
謝
申
し
上
げ
る

処
で
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
は
富
氏
福
祉
優
先
が
論
議
の

中
心
に
有
り
基
本
的
に
中
味
の
見
直

が
必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ま
た
昭
和
町
に
は
い
つ
も

経
済
の
起
床
の
谷
間
に
あ
っ
て
、
県

の
基
幹
工
業
団
地
で
あ
る
国
母
、
釜

無
共
に
そ
の
日
を
見
る
に
至
争
ム
会

不
運
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
甲
府
盆
地
の
中
央
だ
と
い

う
立
地
条
件
か
ら
し
て
、
中
央
高
速

道
の
イ
ン
タ
ー
を
始
め
縦
横
に
主
要

道
路
の
計
画
が
な
さ
れ
、
国
母
、
釜

無
、
医
大
、
流
通
セ
ン
タ
ー
等
の
本

県
中
央
部
の
あ
ら
ゆ
る
拠
点
と
の
連

絡
道
路
網
と
し
て
県
の
盛
衰
に
も
か

か
わ
る
主
要
地
域
た
と
考
え
ら
れ
ま

す。
私
共
議
会
は
こ
れ
ら
の
童
市
在
を

充
分
に
認
識
し
、
県
の
施
策
と
相
ま

っ
て
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
存
じ

ま十ヲ。し
か
し
そ
の
事
に
よ
っ
て
町
民
K

多
く
の
犠
牲
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
計
画
に
大
き
く
協
力

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
開
発
を

計
り
、
主
要
河
川
の
改
修
も
含
め
本

町
内
の
基
盤
整
備
環
境
の
改
善
が
な

さ
れ
る
事
は
、
わ
が
昭
和
町
に
と
っ

て
大
き
な
得
策
だ
と
信
じ
ま
す
。

そ
し
て
い
ま
ま
で
の
反
省
に
よ
り

本
町
に
と
っ
て
不
運
だ
っ
た
な
と
考

え
ら
れ
る
行
政
の
遅
れ
を
こ
の
際
こ

そ
取
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
勿
論

町
当
局
と
各
区
域
ご
と
の
充
分
な
協

議
が
必
要
で
と
ざ
い
ま
す
し
、
町
民

全
体
の
協
力
が
い
た
だ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

私
共
議
会
は
こ
れ
ら
の
実
践
が
期

さ
れ
る
よ
う
精
励
努
力
す
る
事
を
肝

に
命
じ
、
あ
わ
せ
て
町
民
各
位
の
旧

代
倍
し
て
の
御
指
導
御
協
万
を
心
か

ら
御
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

町
議
会
議
員

議
会
事
務
局
長

清

水
干高高武、、

E
E
E
J
 ，，

 小
宮
山

野

田

瀬

秋豊野長篠有輿薬牧
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(4) 報

減:る

広

口大巾に

町和B百

農業人

“75"農業センサス概要まとまる

本
年
二
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ

た
一
九
七
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
結

果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

本
町
の
農
家
一
戸
数
は
六
三
八
一
戸
と

な
り
、
前
回
(
一
九
七
O
年
)
よ
り

一
ヱ
ハ
戸
(
四
・
一
%
)
減
少
し
、
農

家
人
口
も
二
、
八
六
O
人
で
前
回
よ

り
二
O
一
人
(
七
・
O
%
)
減
と
な

り
ま
し
た
。

以
下
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

-
農
家
戸
数

農
家
戸
数
は
、
六
三
八
一
同
で
町
の

全
戸
数
一
八
七
七
戸
の
約
三
四
点
切
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
専
業
農
家
が

一
六
二
戸
(
一
三
九
)
、
第
一
種
兼

業
農
家
(
農
業
が
主
)
が
一
六
二
戸

(
一
三
四
)
、
第
二
種
兼
業
農
家

(
農
業
が
従
)
が
一
三
六
一
回
(
一
二

一
)
と
な
っ
て
お
り
、
前
回
と
比
較

す
る
と
専
業
農
家
、
第
一
種
差
宋
の

農
家
が
減
少
し
、
第
二
種
差
未
農
家

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
県
都
甲
府
市
民
接
す

る
本
町
の
地
域
性
か
ら
農
家
の
撃
未

化
が
進
展
し
て
い
る
状
況
を
み
る
事

が
で
き
る
。(

)
内
数
字
は
前
回
戸
数

Z

農
家
人
口

農
家
人
口
も
農
家
戸
数
の
減
少
に

比
例
し
、
二
、
八
六
O
人
で
全
人
口

の
四
0
・
九
%
と
な
り
前
回
の
三
、

O
六
一
人
よ
り
ニ
O
一
人
の
減
と
な

っ
て
お
り
ま
す
コ

ー
耕
地
面
積

経
営
耕
地
面
積
も
農
家
の
減
少
、

宅
地
等
へ
の
転
用
が
著
し
く
総
面
積

三
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
前
回
の
四
八

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
大
幅
に
減
少
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
縮
少
傾
向
に
あ
る
本

町
の
農
業
の
現
状
は
、
日
本
農
業
の

縮
図
を
み
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

町
で
は
農
援
法
の
指
定
を
受
け
た

り
土
地
基
盤
整
備
等
優
良
農
地
の
確

保
を
す
る
一
方
生
産
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
都
市
近
効
農
業
と
し
て

の
立
地
条
件
を
生
か
し
な
が
ら
こ
れ

ら
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

部落別農家戸数、農家人口

農家人口農家百数¥ 
経営耕地面積

5 0年

267 

西条二区

4 5年

294 

5 0年

61 

4 5年

61 

251 264 53 56 

清水新居 235 243 55 54 

西条新田 147 153 35 38 

373 419 86 88 越押

河東中島 366 394 80 82 

紙漉阿原 217 

築地新居

193 

275 

391 

253 

397 

193 

297 

49 

87 

40 

61 

55 

92 

37 

68 

喰

西

飯

河

田

34，893アール

71.3 % 

145 

2，860 

154 

3.061 

31 

638 

33 

664 

上向東

計



成
人
お
め
で
と
う

!
今
年
成
人
に
な
ら
れ
る
方
l

r，、，、，、，、，、""""、

志

村

勝

江

山

本

文

子

中
山
三
津
子

山

本

圭

子

柿
島
千
代
美

昭
和
町
、
町
教
育
委
員
会
主
催
の
第
二
十
九
回
昭
和
町
成
人

式
は
昭
和
五
十
一
年
一
月
十
五
日
午
前
十
時
か
ら
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
は
全
員
出
席
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

報

。

西

条

一

区

申

沢

一

己

高
野
か
づ
え

久
保
田
よ
し
子

木

原

豊

明

。

西

条

二

区

問

中

弘

志

小
林
美
智
子

岡

田

厚

美

井

口

欽

治

河

西

守

深

沢

盟

実

。

清

水

新

居

北

原

康

世

村

松

英

雄

保
坂
あ
け
み

O

新

田

杉

本

初

男

塩

田

茂

美

O

押

越

深

沢

国

枝

田

中

京

子

海

野

豊

海

野

智

恵

山

田

造

ナ

O

中

島

丸

山

孝

三

神

陽

子

長

瀬

恵

子

佐

野

国

夫

広町和昭(5) 

依柿角石
田島野橋

益明秀誠
男男子治

深依長鷹依
沢田沢野田

淳康武明
子雄彦子修

高笹笹
野本本

撃 信 悦
彦子

坂 藤
田綱

康
弘静

害幡伊山井
野藤口出

昭明夏悦満
三裕美子男

中佐長 秋
込野瀬山

礼清栄吉
子春子明

深

沢

完

氏

深

沢

秀

治

柳
沢
あ
け
み

志

村

隆

山

本

久

幸

。

阿

原

小
宮
山
三
恵
子

泉

奈

美

子

。

築

地

内
藤
由
美
子

渡

辺

要

水

上

町

子

栗

原

勝

。

散

喰

笹

本

久

弘

磯

部

恒

男

。

河

西

功

刀

松

江

河

西

覚

高

橋

清

美

O

上

河

東

雨

宮

章

人

今

沢

和

江

塚

原

誠

山

口

仁

子

蒔小
田 宮

山

空襲

今

津

信

子

功

万

明

好

栗
原
し
ず
子

今
沢

和
子

矢
口
な
み
江

長

沼

司

深
尾
美
智
子

保

坂

治

飯

島

浩

美

佐
馨
男
三
郎

例
年
十
一
月
二
十
三
日
勤
労
感
謝

の
日
を
期
し
て
開
催
す
る
農
業
ま
つ

り
も
今
年
は
第
十
二
回
目
を
迎
え
、

農
業
研
究
協
議
会
(
会
長
日
小
池
徳

次
)
主
管
の
も
と
に
町
立
押
原
小
学

校
屋
内
体
育
館
に
お
い
て
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
農
産
物
品
評
会
は
十
一

月
二
十
二
日
に
出
品
物
の
持
ち
込
み

を
行
な
い
同
日
午
後
一
時
か
ら
峡
中

農
業
改
良
普
及
所
の
藤
原
光
審
査
長

以
下
六
名
の
厳
正
な
審
査
が
行
な
わ

好評だった展示品即売会

れ
、
そ
の
結
果
を
同
日
午
後
三
時
か

ら
二
十
三
日
午
前
中
展
示
さ
れ
町
民

多
数
の
参
加
を
み
ま
し
た
の
品
評
会

に
お
け
る
出
品
点
数
は
二
四
四
点
で

昨
年
よ
り
十
点
の
増
と
な
り
今
年
か

ら
新
た
に
野
沢
菜
も
加
わ
り
生
鮮
野

菜
等
千
三
品
自
に
わ
た
っ
て
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
出
品
農
産
物
を
格
安
で

消
費
者
に
と
、
即
売
会
を
催
し
た
と

こ
ろ
大
盛
況
と
な
り
即
売
開
始
か
ら

十
分
程
度
で
売
切
れ
と
い
う
結
果
を

み
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
方
々

(
阿
原
)

三し
七たとよ
)らお

ま教
で育該
C委当
連員者

手重量
だ務れ
き局が
い(あ
。三り
こま

府朝関嗣晴晴閑閑嗣 晴 間 鴨 柄 欄 帯 嗣 朝 問 問 晴 晴 嗣 耐 柄 欄 珊稿欄欄帝制時帝胴朝時府精帝酬稿欄帝明稿時雨時柄欄時晴晴帝柄欄凧

特
別
賞

山
梨
県
峡
中
地
方
県
民
室
長
賞

坂
田
文
一
新
田
(
結
球
白
菜
の

部
最
優
秀
賞
)

山
梨
県
農
業
研
究
協
議
会
長
賞

野
沢
文
弥
一
区
(
ネ
ギ
の
部

最
優
秀
賞
)

峡
中
農
業
改
良
普
及
的
長
賞

三
神
一喜
一
押
越
(
カ
リ
フ
ラ
ワ

ー
の
部
最
優
秀
賞
)

甲
府
地
区
農
業
研
究
協
議
会
長
賞

山
田
誠
一
押
越
(
柿
の
部

最
優
秀
賞
)

各
品
目
別
最
憧
秀
賞

花
芯
白
菜
の
部

野
沢
善
久

大
根
の
部

功
万
辰
弘

甘
ら
ん
の
部小

池
徳
次

ホ

l
レ
ン
草
の
部

海
野
長
和

里
芋
の
部

堀

内

仁

き
ゅ
う
り
の
部

石
川
洋
子

水
稲
の
部

中
沢
広
雄

野
沢
菜
の
部小

池
徳
次

(
河
西
)

(
阿
原
)

(
押
越
)

(
飯
喰
)

(
河
西
)

(
一
区
)

(
阿
原
)



(6) 報広町和昭

いよいよ確定申告の時期が近づいてきましたが、申

告の準備はいかがで、しょうか n

所得税の確定申告と納税は、 2月 16日(月)から

3月 15日(日)までです n

。所得税の還付を受けるための申告は早めに。

源泉徴収された税金や予定納税をした税金が納め過

ぎにな勺ている人は確定申告をして税金の還付を受け

て下さい。

。特に、次のような人は税金が納め過ぎになっていな

いかどうかを確めてくださし、

① 5 0年中の所得が少ない人で利子や配当、原稿料

などの収入がある人σ

② サラリーマンで、雑損控除や、医療費控除、住宅

取得控除などを受けることができる人。

③ サラリーマンで、年の中途で退職し、その後就職

しなかったため年末調整を受けなかった人 n

④ 予定納税をしている人で、災害を受けたり、営業

不振だったりして所得が著しく減り、確定申告の必

要がなくなった人。

この還付を受けるための申告書は、 2月 16日以前

でも受付け、申告書が提出された11即と還付する方法を

とりますの

したがって、最終期限(3月 15日)間近に提出し

ますと、支払時期が遅くなりますので、なるべく早く

申告して税金の還付を受けられるようお願いしますO

確定申告をお早めに

贈与税について

5 0年中K 6 0万円以上を超える財産の贈与を受け

た人は、本年 2月 1日-""'3月 15日までの聞に所轄税

務署寸首与税の申告と納税をする必要がありますの

贈与税について財産の評価などむづかしい点が多く

できるだけ事前K税務課へ御相談下さし、

。

今回家屋評価の取扱いについて(昭和 51年度は

評価替の年 r3年Cと」です)自治省の通達!とより

昭和 51年度から昭和 53年度までの各年度におけ

る家屋の評価にあたっては、再建築費評点基準表(

家屋を柱・壁・床等のそれぞれの評定をあてはめて

建築物を再評価する)の改正は行わず、特別をもっ

て自治大臣が補正率を別に定めて従来の基準表にこ

の率を乗 じて算定することになりました。

乙の自治大臣が別代定める率 とは、

木造家屋 50%増

非木造家屋 4 0 %増

軽量鉄骨のうち工場・禽庫・市場用建物は 30%

増となりますの

したがって昭和 50年以降建築した家屋は前年に

対して木造は 5割増、非木造にあっては 4割増とな

りますの

又現存の建物についてもこの算定方法を用いて評

価をすることになりますので、建物が古くても現在

の評点基準表で算定すると前年を上回ってしまいま

すn この場合は前年の額K据置きなさいという措置

が講ぜられておめますの

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
あ
ん
な
い

町
で
は
、
常
永
団
地
代
五
十

伍
度
建
設
の
町
営
住
宅
六
戸

(
一
種
、
管
勿
耐
火
構
造
二
階

建
)
の
入
居
者
を
次
の
要
領
K

よ
り
墓
集
い
た
し
ま
す
。

団
地
名
H
常
永
団
地

所
在
地
H
昭
和
町
上
河
東

構
造
リ
簡
易
耐
火
二
階
建

規
模
H
3
K
・
五
三
・

O

一2m

墓
集
戸
数
H
六一戸

家
賃
(
予
定
)
リ
一
六
0
0
0円

菓
集
受
付
期
間
及
び
場
所
H

昭
和
五
十

一
年
一
月
二
十
日

(火
)
J
二
月
五
日
(
木
)
昭

和
町
役
場
振
興
課

抽
せ
ん
会
及
び
入
居
説
明
会

川
昭
和
五
十
一
年
二
月
十
日

(
火
)
午
後
一
時
昭
和
町
中
央

公
民
館
二
階
小
会
議
室

契
約
日
(
入
居
可
能
日
)
昭

和
五
十
年
三
月
一
日
(
月
)
昭

和
町
役
場
振
興
課

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
昭

和
町
役
場
振
興
課
建
設
係
に
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

毒E事守主異 義草主者主警 -t二耳胆 保h 

貫六十名主永保高需要地区 責九名十占条地区 ( 。 でE64 月目 所二引っ

)。E 河葉王河は((上河(定)、西は 現所在入中 の昭和五十十六月日 十六 所入

三上合塁 的すJ募2が3をるiのけ病T者13件 の5P申 L日】 詰」品J 主

旬申月 載記しの のしくも 手き +七請そ占

すま。 場える 。体具地を〉 の 勤労が い で
①での入所欠 すま



一

十

二

月

十

二

日

俳

句

教

室

一

入

選

句

十

五

句

一

~
木
枯
を
来
し
唇
を
児
に
触
る
る

紙

漉

阿

原

清

水

喜

水

~

一

木

枯

に

庭
の

立

木

の

明

る

さ

よ

~

押

越

花

形

徳

造

一

川

F
冬
灯
声
聞
き
と
れ
ず
影
過
ぎ
る

j
Z
4

清

水

新

居

桑

原

丑

寅

~

j

-

W
判
官

木

枯

に

後

る

る

パ

ス

を

覗

き

見

る

~

ド

占

上

河

東

井

上

ま

さ

江

一

畑
山
年
古
れ
ば
も
の
み
な
む
な
し
木
枯
す

川
M

築

地

新

居

河

田

好

子

~

仙

川

木

枯

や

日

課

の

薬

一

呑

み

に

~

同
V

築

地

新

居

輿

石

さ

だ

代

一

副
州
木
枯
や
子
の
水
薬
を
振
れ
ば
黄
に

蜘

剛

司

上

河

東

伊

藤

春

江

~

閉
山

V
'
岡

・

酬
肌
冬
灯
明
る
し
帰
省
せ
し
子
の
錦
町
舌
に

1
5

築

地

新

居

松

岡

満

子

'

K
心

木

枯

や

切

れ

し
電
話
を
気
に
か
け
て

p

m
t

築

地

新

居

磯

部

信

与

~

木

枯

や

陽

を

貼

り

つ

け

て

ピ

ル

並

ぶ

~

紙

漉

阿

原

清

水

と

し

え

~

~
帰
省
子
の
帰
る
む
な
し
さ
冬
灯

築

地

新

居

河

野

美

子

~

~

木

枯

ゃ

く

も

る

ガ

ラ

ス

民

夫

映

り

~

上

河

東

松

川

雅

子

~

空
売
り
の
語
尾
消
し
て
木
枯
吹
す
ぎ
ぬ

F

築

地

新

居

内

藤

ふ

く

次

~

町(7) 

。
移
動
労
働
相
談
所
。

開
設
の
お
知
ら
せ
グ

あ
な
た
の
企
業
や
労
働
組
合
で
は
、
労
働
問
題
に
つ
い
て
、
悩
み
と

と
や
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
0
・

甲
府
中
小
企
業
労
働
相
談
所
で
は
、
経
営
者
や
労
働
組
合
、
そ
れ
に

従
業
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
お
こ
た
え
す
る
た
め
、
次
に
よ
り

移
動
労
働
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
例
え
ば
:
・
:
:
:
:
・

0

労
務
管
理
や
従
業
員
の
仕
事
に
対
す
る
意
識
お
よ
び
、
調
査
に
つ
い
て

。
労
働
組
合
の
結
成
や
運
営
に
つ
い
て

0

組
合
活
動
や
労
働
争
議
に
つ
い
て

0

賃
金
や
労
働
時
間
、
退
要
車
な
ど
労
働
条
件
に
つ
い
て

福
利
厚
生
や
職
場
の
人
間
関
係
:
:
:
な
ど
に
つ
い
て

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
盤
調
で
す
。

ど
な
た
で
も
遠
慮
な
く
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
は
「
無
料
」
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と

き

昭
和
五
十
一
年
二
月
十
七
日

午
前
十
時
j
午
後
三
時

中
巨
寧
郡
櫛
形
町

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

山
梨
県

甲
府
中
小
企
業
労
働
相
議
所

管

(
O
五
五
二
)
三
七
l
一
一
一
一

内
線
七
九
O

甲

府

地

方

労

政

室

管

(
O
五
五
二
)
三
三

l
O
九
九
一

電気器具の

けし忘れ…

火事のも と

圃アイロン a 電気アンカ・官官

世ス トープ・へアートライ

ヤ【など由け L忘れで火事

に生ることカぜあります

軍要柏田帯電由時はと〈に電

県を利用した鵠且のスイ y

チ脅かなちず明って釘いて

t:.'d¥.、



(8) 

西
条
一
区

報広町

h
〕
/

J
/

ナ
仙
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青年学級〈毎週木曜日〉

1月 22日 午後 7: 3 0 

1月 29日 g 

2月 5日 n 

2月 12日 n 

2月 19日 n 

2月 26日 n 

3月 4日 n 

3月 11日 n 

3月 18日 n 

3月 25日 ， 閉級式

幼児家庭教育学級 児童家庭教育学級

〈水曜日〉 〈土曜日〉

1月21日午後1時 1月17日午後1.30

1月28日 n 1月31日 8 

2月 4日 n 2月 7日 ， 

2月18日 ， 2月21日 n 

2月25日 " 3月 6日 ， 

3月 3日 g 3月13日 8 

3月17日 ， 
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(内科 ・小児科〉

年月日 医院名 所在地 電話番号

51. 1. 1 清水 医院 敷島町島上条 055277-2041 

2 森 川 医 院 昭和町河東中島 055275-2070 

3 斉 藤医院 竜王町竜王 055276-2010 

n 4 田中 医院 田富町東花輪 055273-2502 

n 11 保坂 医院 敷島町島上条 055277-2007 

n 15 林野 医 院 竜王町西八幡 055276-2816 

n 18 乙黒 医院 玉穂村成島 055273-2001 

n 25 大久保医院 敷島町東町 055277-2129 

2. 1 保 坂医院 竜王町富竹新田 055276-2619 

" 8 木之瀬医院 田富町布施 055273-2216 

n 11 清水医院 敷島町島上条 055277-2041 

" 15 森川 医院 昭和町河東中島 055275-2070 

" 22 斉藤医院 竜王町竜王 055276-2010 

中巨摩地区休日緊急医


